






早期診断につづく超早期療育が可能なダウン症児の早期療育のあり方は,他の障害児の早

期療育のモデルとなり得ると思われる。特に早期療育の効果判定の方法については多くの

課題が残っている。 

今回の研究では,12 ヵ月未満から早期療育を実施したダウン症児について先天性心疾患

(CHD)の有無による効果を明らかにするとともに,運動発達と精神発達の効果の違いについ

ても一部報告する。 


